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i購齢化翻i／
蕎齢書人口及び高齢化率

　松之撫町の蕎齢化率は下の表のとおり年々増撫しています。要欝として老人

ホームの闘漸ではなく、若年屡の時外流出が上げられます。若年贋の定藩を一

膚考えなければならない状況と書えます。

S30 S35 S40 S45　　S50

一
　
　
S
5
5

総　人　口 難，40畦 一一一王0，53三 9，109 7，473　5，930 5，182

65歳以上 855 895 865 873　　878 915 927 992三，爺

商齢麿率 7．50％ 8．50％ 9．50％ 難．68％　鳳8三％ 三7，66％ 2i．33％ 26．27％　3塗26％

蔽晦樽含簾どらな番の？

肉砂◎窃＠懸囎聡◎②
　ずるの？　しないの？　どっちがいいの？　と皆さんが合併についての判断をしていただくための資料とし

て、行政婿報を握供していきまず。どうしたらいいのか。皆さん自身これを踏薮えて考えてみてください。

難麓業此欝蒙
就業者数及び産業嬬率
（平成7年鰯勢調癒）

　産業此率とは第i次産業（農林業〉第2次産業（製造・建設〉第3次産業（小

売・飲食等サービス業〉の割合を露います，松之患町において表のとおり第3次

産業が多く、潟泉地として観光・飲食業が多いことが理磁となっています。

第王次産業 第2次産業 第　3　次産業
就業渚数　　農業 建設 製造 運輸・通信 節・小売・飲食 サービス 公務

2欝5人　　　36．0％ 20．0％ 6．0％ 2．0％ 9．o％ 23．0％ 《0％

、葦松i之山町の歩1鐵蒙
現荏の松之山町ができるまでには合併を幾度も重ねてきました．明治元年には36

もの村があり、その後明治鴛隼までの間に奮｛撫こ似た耕の統含が行われ、明治22

年にヂ松之朗ヂ松墨」「布趨」ゼ浦蘭の4つの村が誕生しました。明治34年

ギ松之山3「松羅」「布ノ恥が合併。ギ松之山柚となり、昭魂30年のヂ松之山達

ヂ浦鋤合併後、昭釈33年の町鰯を経て現往の松之山町となりました。昭稲の合

併は、團・県の主導で半ば強謝的に行われたものでした、

昭箱鱗舩触棚賄田枷が舘昭和お靴㈱かあ剛となのまoた．㎜「

嚢、欝財政状溌難

　財政規模
（住疑一人あたり）

財致力指数　　　経上収支比率
　地方債腐
〈往罠一人あたり〉

　積立金商
纏風一入あたり〉

松之山町 964，423円 0．王35　　　　　　　　　8三鳥0％ 677，589綿 2三7，586円

県内願位 王5／王12 ま05／王12　　　　　　　　47／ユ王2 34／難2 ㎝

E璽璽璽慰槻山∬欄∬腿纈a儀コ

藁撮趨

L塑猷離せ或「

　町の財政状溌は、普通交付税が年々大蠣な減収となり、それに伴い経常収支比率が上舞しました。下水道事

業も平成王3年度で終了しますが、起綾の返済が始まり、繰鐵金が増える催、墾創プラン事業による自然科学館、

松之山保育所建設等大きな事業が計醐されていて、これからの起債返済が財政を総迫することが予懇されます。

　そのため、新規事業を見直し、起債についても過錬債等の優良債で薄応していきたいと思います。また、経常

収支比率上翼の一榎となっている人件費についても新規採期をおさえる等の鰐策を講じている状溌です。

総慈畿繊 松灘繊 繍田総

ー
寸
寸
o
o
ー

用語説明
普通交付税一…税収の少な頓晦でも～定レベルの往毘サービスが提供できるように、慶から交払われる

　　　　　　お金
経常収支銘灘一…人俘費・維持管理費など毎年継続的に支払われる経費の、普通交樗税・町税など錘年収入

　　　　　　される金額に繋する割合。この数字が大き恥ほど、財政衝の虜由がきがな溢。

財政力指数…一一定レベルの住昆サービスを行うのに必要な金額に捻べて、どれだけ収入があるかをあら

　　　　　　わす、1．00以下なら不是している．

起　　　　債…一驚が事業を行うための借金

地方棲高一…町が現往抱えている僧金の総額

積立金額・・一・将来行う事業のための準備金

過　疎　債一…起憤の種類の一つ。返済額の7割を交慰税として國から交付される。その名のとおり遇錬

　　　　　　地域の市竃醤しか僑りられない．

囎滋充鎌以峰少Oずつまとまの囎論22鋒の町村測施縛に＆の4麺にまとまのまOた。
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圭

妻撚口の携穫i萎i嚢

松之山町の人鷺は現在3，絡8人（平成欝年7月末〉

となり、グラフにあるように右罵下がりとなっています。

全園的に山間地の過疎は急速に進み、察内の多くの町村

が抱える大きな問題の一つとなっています．
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　　　　　　　　　　　　趨齢化率は、松之山町が群を抜いた状浅となっています。人口・若年屡の町外

礒齢化饗灘漱き腰殴なっていると書え甑しかし、ど備鮒縞齢騨吐
　　　　　　　　　　　舞はほぼ岡一です。

人　嚥1 一
8，4王6 王2，806 6，6王3 3，942 4，38三 4，52三 2，537 3，王44

蕩齢化率馨 欄 26．91％ 30．65％ 26．70％ 32．M％ 26．77％ 33．47％ 34．06％ 33．94％

磁i。ま0．懸

賛王2．10．王難
嚢掘町市 廻醒町 津南跨 中漿村 安塚町

櫛一欄一

浦川原村 松代町

一一
大島材 牧村

人　曜 齢 8，373 王2，699 6，584 3，846 4，357 4，425 2，520
3，08三

蕎齢化率舞 申 27．04％ 31．29％ 27．35％ 33．13％ 27．08％ 35．03％ 3紘44％ 35．12駕

辮町村職藁数

議員数状溌

　職員数において松之山町は大きな数字を示しています。これは診療湧や保育園を

3力藩設置していることによるものです。住戻王，000人当たりの職員数が多いのは

人口との関係があります。東頸城郡町糧との此較を見ると、松之由町が若干多く

なっています。十β町広域との比較を晃ると職員数は変わらないように見えますが、

住民王，000人甕たり職員数を見ると商い数宇を患しています。

　議貴数においては人口を基本に考えているため、東頸城郡内では飽町魯と姥べ大

きな差はありません。十資町広域では人口の差があるため、議員数にも差が出てし

まいます。
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観鑑客入り込み状i灘
　観光客入り込み状溌は、どの市町材も増減が激しい状況です。その中に

おいて松之出町は搾常に安定した入り込み状濁と露えます。

1’／＋β離f 芦晒町 津南町 中婁村 安塚町 浦メ1源村 松代町 大島村 牧村
職5年髪 580，000 110，000 6玉4，000 87，000 322，000 王87，000 135，000 163，000 57，000

平成7年舞 484，000 n8，000 635，000 HO，000 422，000 嫉1，000 王4三，000 三60，000
54，000
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18三，3王0 54，720
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塚わたし達この町に住むものとして邊

　ほんの極一部の情報を今園皆さんにご提供恥たし叢した。今騒の合併問題は松之鐵の地に住むわたし達

に藏接関わる大きな間題となって樋ます。今後も構報を皆さんに提供していきます。そして建段の皆さん

一人～人の問題として取の滋げて鱒ただけれぱと思います。

　そして、瀾人の蕎えをしっかの持ち、合磁するのか、合鎌しないのか、その判断を行政に鮒しぶつけてい

ただけたらと思います。

難灘㊥欝騰欝麟態鐵『態鞍欝蓼鎗・瑠

．灘i

　倉憐ずる。合併しない。その講断材料は私たちの簿の構報だけでは足りません。そこで、近隣

鵡町村の情報をここに掲載いたします。この構報もできる範囲で髄時お知らせいたします。

鑓（翫磁2翻勢調麹

人　　　口il 十即締 ll晒　　　津南町 中里樗

平成7年…ii 44，728 8，52感　王2，865 6，602

平成玉2年養 43，000 8，185　工2，389 6，422

増減率！ 一3．86％ 一3．98％　一3．70％ 一2．73％

人　　鷺 安塚町 浦斑療粒 松代町 大爵村 牧村
単成7年 4，176 4，388 4，690 一一｝2，776

一
3
， 294

平成王2年 3，733 4，204 4，240 2，480 2，992

壇減率 一王0．61％ 一一4．王9％ 一9。59％ 畷0．66％ 一9、ま7％

．財政状鞭
徽潟県ホームペー葺漢醗

　近隣の多くの市町材においても人口減

少が趨こっています。将来的にも更に減

少すると想定され、合儒に関係なく人口

漉爵対策は急がれる問題であると患われ

ます。

近隣市町村財政状溌は、ほぼ一・線と書える状濁です。

経常収支比率が蔑い数縫を示すほど、財政が硬藏化している状況だと書えます。

平成難“度 十霞町市 損　繭　町 津南　町 中　里栂

歳　　　入 20，330，306 5，56隻，348 7，658，979 4，605，155

歳　　　愚 嚢 ig，9王6，84王 5，王4玉，606 7，268，556 4，479，953

財政力指数 蒙
（）護8 0．27 0．3i 0．25

経常収支比率 叢 84．20％ 79．60％ 73．90％ 79．00％
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経常収支銘率 79．20％ 79、王0％ 79．70％ 79．70％ 83．70％

　　　　　　　　　　　　公共料金として共通して支払われる上下水道料は施設の維持・補修費等により

鱗莱料霊各醐樵姥なります．槻嫡は購騰魔榊てほ1ぎ一線の獺旛
　　　　　　　　　　　えます。十類町広域としては蕎額と書わざるを得ません。
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　8月れ8（土）元禮雪まっり！この8は1，000人

という大勢の入達が訪れ、大攣の雪で楽しんでい濠

した。今葎は例駕になく多くの雪が残り、何とも贅

沢なヌテージができました．網製き、ジャンポラー

メン翠食い大会など、晃ている人には楽しく、参茄

蕎にはつらいゲームが行われ、賑やかな雪まっりと

なりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　感

・
受

撫

○

倉
『
7
●

7

ハo

○●

漣づ

1巾

の
『
影
●

7月228（8〉に開催された埼玉繋か慧須欝の

大桑ジやンボフェヌタi鋒奪岡様松之由から

運びだしたヂ雲」約30㌧が会場におろされ、

あっという闘に：滑り台の完成i松之山から捲

ち込んだソリを使っての溝り台には、松之撫

では！発ることができないような行列が。解け

てゆく雪に焦りながらも楽しい一8を過ごさ

れていました、

亀
。
」

，
O
L

翻　
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8月23欝（鱒．浦狂1小学校にて、湘鰯暴育断運動会が、8月29鷺（水）には松盤

小学校にて松璽保育斯運動会が瀾催されました。どちらの運動会でも子供達の元気

な声が広がり、お父さん・お舞さんと～緒に楽しくゲームしていました．

糞蔑G》婁6G〉祭麓

8月209（月〉．真夏の笑いの祭典が醐催されました、猛露緬ギ野越萬作民」一一行に

よるこの祭典は今年で5年目．例年多くのお客さんが訪れ、かがり火のもと、格式蕩

い文化に笑い声がこだましていました。

　　　　　　　　　　　「
物麟黎㊥人籔審i
　　　　　　　　　　　手

　　　　　　　　　　　　…
り　さ　　　　　　　　i

理沙ちゃん（3歳）i
　　　　　　　　　　　　§
橿原　論・千津さんの二女　　i
　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　（干場〉　i
　　　　　　　　　　　　…
　私の名鹸はヂ理沙諜です、　i
　　　　　　　　　　　　…
　みんなから「りっこ亘り題っi

　　　　　　　　　　　　ヨて呼ぱれてます。私はヂお父さ1

んj　fお母さん達って呼んでます．1

　　　　　　　　　　　　ヨ　お肉が大好きで、あとおじi

いちゃんと潤じキュウリとかi

　　　　　　　　　　　　…
らっきょとかとうもろこし、　i
　　　　　　　　　　　　ヨ

雛難霧凝灘i
　　　　　　　　　　　　｛
かきするのが得慧なの。　　　i
　　　　　　　　　　　　…　この間、お父さんとお母さi

んとお嫡ちゃんと4人で斑羅i

　　　　　　　　　　　　モ蕎原ヘキャンプに行って来まi

した。バーベキューの野菜をi

　　　　　　　　　　　　…
洗ったりお手伝いをして焼肉i
　　　　　　　　　　　　き
しました。次の黛プールにi
　　　　　　　　　　　　モ飾て初め購加たけど・1
お母さんにだっこしておっきi
　　　　　　　　　　　　…
いブールに入りました。　　　i

lお母さんより…謝　　…
飽入を思も、やられる、そd

　　　　　　　　　　　　モ

善難潔女兜
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触松之幽縷鑑の義が軸初蘇際㈱始撚う

はじめまして

Nlce　tome　toyou

イータ・マックマーン

　　Ita　　Mcmahon
（国際交流員〉です

褻
舞
鮮

　
松
之
慮
町
の
皆
さ
ん
。
は
じ

め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
園
際
交

流
員
と
し
て
松
之
山
町
で
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
イ
…
タ
・
マ
ッ
ク
マ
蓬
ン

と
潔
し
ま
す
。
自
巴
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
．
！
9
7
9
年
英
國
の
北
爾

㈱
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
州
サ
ル

フ
ァ
ー
ド
甫
で
盤
ま
れ
、
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
す
ぐ
近
く
で

欝
ち
ま
し
た
。
工
9
9
7
年
に

英
麗
の
北
東
測
に
あ
る
ダ
ラ
ム

大
学
の
日
本
語
学
科
へ
入
り
、
2

年
盤
の
時
に
名
古
屡
の
爾
由
大

学
で
留
学
し
ま
し
た
．
帰
圏
し

た
く
な
い
く
ら
い
楽
し
い
王
年

を
過
ご
し
ま
し
た
。
学
盤
の
時

代
に
女
性
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

に
参
撫
し
ま
し
た
。
今
奪
6
月

に
大
学
を
卒
業
し
た
ぱ
か
り
で
、

8
月
5
段
来
段
し
ま
し
た
。

　
発
弟
は
2
入
で
、
欝
歳
の
弟
が

今
年
秋
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
航

空
工
学
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
弟
は
4
歳
の
時
に

あ
る
リ
バ
ブ
ー
ル
の
サ
ッ
カ
ー

チ
…
ム
の
選
拳
と
岡
じ
名
字
を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
欝
か
ら
リ
バ
ブ
ー
ル
に
行
っ

た
こ
と
が
な
い
の
に
リ
バ
プ
ー

ル
を
悠
援
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
弟
は
理
在
も
サ
ッ
カ
峯

に
強
く
興
味
を
持
ち
、
嵩
校
の

チ
1
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

爾
親
は
ず
い
ぶ
ん
麟
に
離
婚
し

ま
し
た
が
、
2
人
と
も
1
9
7
0

年
代
に
英
園
に
移
住
し
た
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
人
で
す
の
で
．
私
と
弟

は
興
國
の
園
籍
も
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
園
籍
も
持
っ
て
い
ま
す
．

実
は
親
戚
の
中
の
ほ
と
ん
ど
が

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
7
0
歳
代
の
櫨
父

と
擾
母
は
元
気
で
醜
よ
り
量
を

滅
ら
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
縁
臼
農

場
で
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
．

子
供
の
贋
に
農
場
で
夏
休
み
を

過
ご
し
た
こ
と
が
良
く
あ
り
ま

し
た
。
現
姦
、
母
は
家
の
近
く
の

大
学
で
箏
務
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
蕨
行
が
好
き
な
母
は

今
年
4
月
繭
米
の
ベ
ネ
ズ
ヱ
ラ

ヘ
行
き
ま
し
た
し
、
、
欝
来
月
工
ジ

プ
ト
に
も
行
く
予
建
で
す
。
ど

う
し
て
私
が
英
騒
と
翼
な
る
飽

の
翻
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
か

と
い
う
と
、
緯
か
ら
受
け
継
い
だ

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
英
園
の
文
化
と
顯
際
交
流
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
岡
時
に
松

之
慮
町
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
い
よ
い
よ
朧
の
渡
り
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。

単
に
渡
り
と
欝
っ
て
も
灘
人
（
甕
鳥
〉
に

と
っ
て
は
一
家
の
存
亡
が
掛
か
っ
て
い

る
。
特
に
海
を
渡
る
時
に
は
初
め
て

プ
ー
ル
に
飛
び
込
む
娩
で
は
な
い
。
そ

ん
な
鳥
の
渡
り
の
中
で
も
鷹
の
渡
り
は

勇
敷
だ
．
9
月
の
畢
ば
か
ら
大
松
出
摸

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鷹
の
渡
り
は
ま
さ

に
「
鷹
櫨
」
。
小
形
の
ハ
イ
タ
カ
が
頭
を

か
す
め
、
大
き
な
ツ
バ
メ
、
ア
マ
ツ
バ

メ
が
滑
空
す
る
中
、
サ
シ
バ
が
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
現
れ
、

ば
た
き
も
な
く
酒
え
て
行
く
．
2
0
羽
、

円
を
描
く
こ
と
を
「
鷹
柱
輪
い
う
。

い
る
。
頭
小
さ
く
酋
網
く
、
禰
幡
が
あ
り
、

鳴
く
声
は
、
「
ピ
…
工
…
し

野鳥だより

柱』窪鷹

松之山晦野鳥愛護会

お
互
い
に
円
を
描
い
て
上
昇
し
、
薦
の
甕
に
羽

　
　
　
　
　
　
3
0
羽
が
上
昇
気
流
を
利
期
し
、

　
　
　
　
　
そ
の
串
に
は
あ
の
ハ
チ
ク
マ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
翼
を
広
げ
た
懐
が
深
い
．

　
　
と
規
上
が
り
に
優
し
い
。
男
だ
！

　　　　　メノ

（
次
穣
探
鳥
会
の
ご
案
内
）

日
時

場集
勝禽

9
月
2
2
賃
（
土
）

午
饒
5
時
3
0
分

　
～
8
時
ま
で

　
美
人
林
駐
華
場

　
須
由
地
区
周
辺

「
渡
り
の
頃
の
鳥
三

窒0

8月護澱（土〉．新潟毒教

膏委員会が主催した体験

教室で訪れた新潟策の小

学生との交流会が行われ

ました。この臼、新潟毒

の小学生は松之由時ヂ鼓夢

の会3、地元小学生と太鼓

を通しての交流が行われ

ました。

D
◎

8月圭0揖（金〉。力欝須毒の

子供達が松之山を訪れ、松

之由の子供達と焼肉を麟

んで交流会が行オ）れまし

た。あっという闇に1伸良

くなって楽しい時問を過

ごしていました。

媛灘紛望だアー・纐灘婁羅擢

大地の芸衛祭プシイベン欝溺露催き駿ま彰た

◆
麹

宿
園

V
遇
ー
．

襟、

璽劃蓼鰯甥遍薩

　　　轍簸離

　
8
月
憩
段
（
金
）
・
難
礒
（
土
）
に
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ク
リ
…
ヌ
．

マ
テ
ィ
ス
さ
ん
と
い
う
凧
を
使
っ
た
芸
術
活
動
を
展
闘
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
擢
き
、
第
2
翻
大
地
の
芸
衛
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

が
鯛
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鐙
段
に
は
牽
露
町
市
立
南
中
学
校
に
お
い
て
凧
俸
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
王
7
0
名
の
住
厩
が
参
繍
し
、
マ

テ
ィ
ス
さ
ん
や
こ
へ
び
隊
の
指
導
の
も
と
、
参
撫
者
は
繍
本
の
凧
と

違
つ
た
フ
ラ
ン
ス
の
凧
作
り
を
楽
し
み
、
思
い
思
い
の
絵
を
凧
に
描

き
ま
し
た
．

　
翌
難
β
繕
後
、
僑
濃
翅
海
綴
敷
に
お
い
て
凧
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
湘
巻
が
穣
分
の
鰍
を
持
っ
て
駆
け
顔
す
と
、
ふ
わ
り
と
窒
に

揚
が
り
、
そ
よ
風
の
轡
を
霞
韻
に
泳
硲
で
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
繊

翫
げ
は
初
め
欝
お
嶺
う
子
も
恥
て
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
繊
が
揚
げ

ら
職
な
麟
漢
溺
懇
迄
懸
瀞
、
骸
ば
膨
蕉
誘
る
と
う
叢
く
揚
が
る
よ
う

に
な
嬢
、
発
鑛
驚
漂
蓼
ぽ
謹
飛
び
麟
霧
｛
鵬
蜜
磁
羅
。

　
羅
供
達
の
轍
縫
混
毬
の
懇
驚
溌
屡
澱
き
溺
が
雄
鰯
悲
嚢
き
癒
轍

が
悠
然
誌
灘
羅
姿
犠
窪
飛
ぷ
竜
の
藻
弱
欝
珍
鷹

”
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良
く
あ
り
ま

し
た
。
現
姦
、
母
は
家
の
近
く
の

大
学
で
箏
務
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。
蕨
行
が
好
き
な
母
は

今
年
4
月
繭
米
の
ベ
ネ
ズ
ヱ
ラ

ヘ
行
き
ま
し
た
し
、
、
欝
来
月
工
ジ

プ
ト
に
も
行
く
予
建
で
す
。
ど

う
し
て
私
が
英
騒
と
翼
な
る
飽

の
翻
の
文
化
に
興
味
が
あ
る
か

と
い
う
と
、
緯
か
ら
受
け
継
い
だ

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か

ら
英
園
の
文
化
と
顯
際
交
流
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
岡
時
に
松

之
慮
町
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
い
よ
い
よ
朧
の
渡
り
の
シ
ー
ズ
ン
だ
。

単
に
渡
り
と
欝
っ
て
も
灘
人
（
甕
鳥
〉
に

と
っ
て
は
一
家
の
存
亡
が
掛
か
っ
て
い

る
。
特
に
海
を
渡
る
時
に
は
初
め
て

プ
ー
ル
に
飛
び
込
む
娩
で
は
な
い
。
そ

ん
な
鳥
の
渡
り
の
中
で
も
鷹
の
渡
り
は

勇
敷
だ
．
9
月
の
畢
ば
か
ら
大
松
出
摸

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
鷹
の
渡
り
は
ま
さ

に
「
鷹
櫨
」
。
小
形
の
ハ
イ
タ
カ
が
頭
を

か
す
め
、
大
き
な
ツ
バ
メ
、
ア
マ
ツ
バ

メ
が
滑
空
す
る
中
、
サ
シ
バ
が
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
現
れ
、

ば
た
き
も
な
く
酒
え
て
行
く
．
2
0
羽
、

円
を
描
く
こ
と
を
「
鷹
柱
輪
い
う
。

い
る
。
頭
小
さ
く
酋
網
く
、
禰
幡
が
あ
り
、

鳴
く
声
は
、
「
ピ
…
工
…
し

野鳥だより

柱』窪鷹

松之山晦野鳥愛護会

お
互
い
に
円
を
描
い
て
上
昇
し
、
薦
の
甕
に
羽

　
　
　
　
　
　
3
0
羽
が
上
昇
気
流
を
利
期
し
、

　
　
　
　
　
そ
の
串
に
は
あ
の
ハ
チ
ク
マ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
翼
を
広
げ
た
懐
が
深
い
．

　
　
と
規
上
が
り
に
優
し
い
。
男
だ
！

　　　　　メノ

（
次
穣
探
鳥
会
の
ご
案
内
）

日
時

場集
勝禽

9
月
2
2
賃
（
土
）

午
饒
5
時
3
0
分

　
～
8
時
ま
で

　
美
人
林
駐
華
場

　
須
由
地
区
周
辺

「
渡
り
の
頃
の
鳥
三

窒0

8月護澱（土〉．新潟毒教

膏委員会が主催した体験

教室で訪れた新潟策の小

学生との交流会が行われ

ました。この臼、新潟毒

の小学生は松之由時ヂ鼓夢

の会3、地元小学生と太鼓

を通しての交流が行われ

ました。

D
◎

8月圭0揖（金〉。力欝須毒の

子供達が松之山を訪れ、松

之由の子供達と焼肉を麟

んで交流会が行オ）れまし

た。あっという闇に1伸良

くなって楽しい時問を過

ごしていました。

媛灘紛望だアー・纐灘婁羅擢

大地の芸衛祭プシイベン欝溺露催き駿ま彰た

◆
麹

宿
園

V
遇
ー
．

襟、

璽劃蓼鰯甥遍薩

　　　轍簸離

　
8
月
憩
段
（
金
）
・
難
礒
（
土
）
に
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ク
リ
…
ヌ
．

マ
テ
ィ
ス
さ
ん
と
い
う
凧
を
使
っ
た
芸
術
活
動
を
展
闘
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
擢
き
、
第
2
翻
大
地
の
芸
衛
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

が
鯛
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鐙
段
に
は
牽
露
町
市
立
南
中
学
校
に
お
い
て
凧
俸
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
王
7
0
名
の
住
厩
が
参
繍
し
、
マ

テ
ィ
ス
さ
ん
や
こ
へ
び
隊
の
指
導
の
も
と
、
参
撫
者
は
繍
本
の
凧
と

違
つ
た
フ
ラ
ン
ス
の
凧
作
り
を
楽
し
み
、
思
い
思
い
の
絵
を
凧
に
描

き
ま
し
た
．

　
翌
難
β
繕
後
、
僑
濃
翅
海
綴
敷
に
お
い
て
凧
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
湘
巻
が
穣
分
の
鰍
を
持
っ
て
駆
け
顔
す
と
、
ふ
わ
り
と
窒
に

揚
が
り
、
そ
よ
風
の
轡
を
霞
韻
に
泳
硲
で
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
繊

翫
げ
は
初
め
欝
お
嶺
う
子
も
恥
て
、
最
初
は
思
う
よ
う
に
繊
が
揚
げ

ら
職
な
麟
漢
溺
懇
迄
懸
瀞
、
骸
ば
膨
蕉
誘
る
と
う
叢
く
揚
が
る
よ
う

に
な
嬢
、
発
鑛
驚
漂
蓼
ぽ
謹
飛
び
麟
霧
｛
鵬
蜜
磁
羅
。

　
羅
供
達
の
轍
縫
混
毬
の
懇
驚
溌
屡
澱
き
溺
が
雄
鰯
悲
嚢
き
癒
轍

が
悠
然
誌
灘
羅
姿
犠
窪
飛
ぷ
竜
の
藻
弱
欝
珍
鷹

”



1
①
寸
o
o
l

馨
窃
移
な
ん
で
も
相
談

　
金
融
・
税
金
・
相
続
・
教
育
・

健
康
や
園
芸
な
ど
、
暮
ら
し
全
般

の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

專
門
家
が
お
手
紙
で
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。
郵
便
で
す
の
で
、

お
忙
し
い
方
に
簸
適
で
す
。
相

談
内
容
は
秘
密
厳
守
い
た
し
ま

す
。
相
談
内
容
と
返
儒
簾
封
筒

を
岡
封
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。　
挙
9
5
王
｝
8
王
i
3

　
新
潟
策
欝
縷
町
3
3
2
：
認

　
労
金
本
農
内

　
（
財
）
新
潟
県
勤
労
麿
禰
祉
厚

　
生
財
顧
「
暮
ら
し
な
ん
で
も

　
相
談
室
」

簡
品
の
回
収
に
つ
い
て

　
薪
聞
紙
上
で
も
お
蜘
ら
せ
さ

れ
ま
し
た
「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ス
プ

レ
ー
椰
が
、
長
期
間
経
遍
す
る
と

飯
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
園
収
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

療
囲
の
特
建
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
内
部
の
物
質
岡
士
が
異
常

及
応
を
趨
こ
し
、
蕩
気
温
時
に
ガ

ス
猛
が
上
が
り
起
こ
る
よ
う
で

す
．　
ご
家
灘
に
あ
る
無
ス
ブ
レ
ー

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
次
の
商
贔

が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
連
絡
先

に
御
連
絡
下
さ
い
．

画
収
商
品
名

亀
ア
サ
ヒ
ペ
ン
　
ニ
ュ
ー
ヌ
プ

し
ー
」

　
黒
、
つ
や
溝
し
黒
、
チ
ョ
コ

レ
葦
ト

◆
「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ミ
ニ
ス
プ

レ
ー
」

　
ブ
＾
ラ
ッ
ク
、
つ
や
滴
し
ブ

ラ
ッ
ク
、
チ
瀬
コ
レ
ー
ト

　
な
お
、
「
水
性
偏
、
「
ニ
ュ
…
ス

プ
レ
ー
（
ア
サ
ヒ
ペ
ン
で
な
い
ご

は
園
収
商
贔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

連
絡
先
電
簸

　
0
1
2
0
星
3
0
7
4
4
7

簸
ン
セ
ン
ト
圓
砂

　
　
　
　
　
　
漉
意
を
ー
・

　
年
問
を
と
お
し
て
使
稽
す
る

電
気
製
贔
（
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
等
）
の
プ
ラ

、

グ
も
時
々
取
り
外
し
て
掃
除
を

お
願
い
し
ま
す
。
長
い
問
に
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
問
に

付
著
し
た
ほ
こ
り
が
湿
気
を
吸

収
し
て
、
わ
ず
か
な
電
気
が
流
れ

て
い
る
う
ち
に
炭
化
し
て
発
火

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
「
ト
ラ
ッ

キ
、
《
グ
現
象
偏

　
　
　
　
東
北
電
気
保
安
協
会

ー
欝
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

米
の
生
産
者
の
皆
様
へ

　
「
計
癒
外
流
通
米
偏
の
販
売
に

は
漏
患
が
必
要
で
す
。
こ
の
届

出
は
お
米
の
流
通
量
や
流
通
実

態
を
掘
握
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
す
の
で
、
必
ず
罷
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
履
け
患
爾
紙
は
、
役
場
、
農
協

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
鰯
出
は
郵
送
、
F
A
X
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
．

　
新
潟
県
食
糧
事
務
所

　
　
　
　
　
十
揖
町
支
漸

　
　
＋
旧
町
市
下
川
原
町
必

瞳
鞍
書
雇
馬
梶
進
月
間

　
厚
盗
労
働
省
で
は
、
舞
年
9
月

を
「
障
警
春
雇
矯
促
進
月
問
偏
と

定
め
、
障
審
脅
の
雇
驚
を
一
属
促

進
す
る
た
め
広
く
社
会
一
般
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

障
害
者
集
鑓
選
考
会

β
時
9
月
漁
沼
（
水
）

　
　
　
　
午
後
三
時
か
ら
4
時

場
漸
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト

　
参
茄
希
望
の
方
は
、
ハ
環
…

ワ
…
ク
上
越
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

電
　
話
　
0
2
5
5
－

　
　
　
　
　
2
3
－
6
1
2
工

霊2

欝
　
時

　
　
平
成
捻
年
9
月
2
6
β
（
水
）

　
　
午
後
6
時
か
ら
8
時

場
　
斯

　
　
東
菰
電
力
（
株
）

　
　
十
醸
時
営
業
所

定
　
員
　
爲
名

参
加
費
　
5
0
0
円

申
込
締
切
　
9
摺
然
鷺

串
込
先

　
　
東
北
電
力
十
β
瞬
営
業
勝

電
議
　
0
2
5
7
－

　
　
　
　
　
5
2
婁
3
王
0
7

第3園緑・花文化の知識認定試験

金園の團営公園の維袴、管理業務を行うギ財國法

人　公園緑地管理財働が平成捻年3月に初め

て実施した全翻規模の試験で、今繕3麟目とな

ります．

　子供から大人まで植物名はもとよリヂ植物の

知識と穂物に関する文化まについて、楽しく学ん

でいただく試験です。

試験実施日時王1胤8鰍鋤王4：00～王5110

受験串込期閥　 8月1日からio月19臼まで

受験料　2，500円

、

勘
物
く
日
期
料
せ
鼠
美
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
港
ギ

　
　
　
　
実
串
験
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
受
お

東窟都港鼠虎ノ需4※2三　葺手2ビル3贈

　　　嘆土・花文化の蟻識認定試験達事務罵

　　　　電霧毒　　03　－3431　－6875

誘
、
織
薄
の
馨
業
斯
が
対
称
で
す

　
灘
⑧
凋
篠
臼
　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

　
沁
月
－
臼
、
平
成
欝
年
事
業

所
・
企
業
統
欝
調
套
が
全
圏
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
調
糞
は
、
事
業
勝
を
も
れ

な
く
調
壷
し
、
産
業
構
造
・
箏
業

括
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
調
奄
結
果

は
、
蟹
や
地
方
公
共
鐡
体
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
計
画
を

立
て
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
熔
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
糞
で
集
め
ら
れ
た
調

萱
票
を
統
計
上
の
爺
的
以
外
に

硬
期
す
る
こ
と
は
、
統
謙
法
に

よ
っ
て
薗
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
．
従
っ
て
、
各
事
業
漸
の
プ
ラ

イ
バ
シ
董
は
法
律
に
よ
り
し
っ

か
り
と
保
護
さ
れ
ま
す
．

　
9
月
下
旬
、
調
萱
員
が
調
甕
票

の
配
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す
、

時
問
は
あ
ま
り
お
か
け
し
衷
せ

ん
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ

い
、
記
入
後
は
調
萱
翼
が
翻
収

に
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
薫
は
、

　
　
役
場
　
財
政
係
ま
で

びヨモ

　
　
　
　
　
　
　
き
き
フ

一調
査
の
対
象
は
？
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ぜ

㎜
簡
庸
や
工
場
、
営
業
所
、
事
務
所
、
㎜

禦
な
纏
諺
罫
饗

ド

㎜
人
が
収
入
を
得
て
働
い
て
い
る

　

蕩
所
が
藝
差
り
ま
す
．

慌
だ
し
、
饗
讐
の
難
漁
墾

だ
は
対
象
外
で
す
．
　
｝

「
劃
コ

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

皿
◎
蕪
難
講
薮
一

蕪
舞
饗
鍵

““

◎
企
業
に
つ
い
て
は
、
勉
に
本
祇
㎜

㎜
等
の
森
・
墾
葦
婁
鑑

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

｝
の
蕪
桑
叢
及
び
外
廻

㎜
　
資
本
姥
率
、
会
被
全
体
の
雇
胴
㎜

一岬

叢
、
撃
商
警
の
蕩
亙

…　　
ど
に
つ
い
て
も
調
奮
し
ま
す
。
　
｛
“

ヂ
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
調
査
黄
証
を
携
帯
し
、
鍵
事
者

　
章
を
つ
け
た
調
査
戴
が
9
肩
下

　
旬
か
ら
お
飼
い
し
ま
す
。

継
癸
生
活
基
本
調
査
に

懇
協
調
を

　
総
務
雀
で
は
、
m
月
2
0
繕
理
往

で
祇
会
盤
活
基
本
調
糞
を
行
い

ま
す
。

　
園
厩
生
溝
の
尚
烹
を
図
る
上

で
必
要
と
な
る
各
種
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
生

括
時
問
の
愚
ご
し
方
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
測
駕
、
学
翌
、
ス

ポ
ー
ツ
、
娯
楽
、
蕨
行
・
行
楽
な

ど
、
袖
会
生
浩
の
実
態
を
総
合
的

に
調
変
し
ま
す
。

　
全
翻
か
ら
～
建
の
方
法
で
選

び
畿
さ
れ
た
地
域
か
ら
選
定
さ

れ
た
約
7
万
7
千
髭
帯
の
惟
帯

輿
約
緯
万
人
が
調
査
紺
象
で
す
。

　
調
査
鰻
章
を
身
に
つ
け
た
調

資
負
が
調
壷
区
域
内
の
働
帯
を

お
訪
ね
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蕪
成
穐
集
度

　
癒
政
相
談
週
間

　
次
の
霞
程
で
行
政
相
談
漸
が

開
設
さ
れ
ま
す
．
相
談
無
料
の

上
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

段場

時Lo

月
5
欝
（
金
）

午
後
鐙
時
か
ら
午
後
3
時

漸松
代
総
合
セ
ン
タ
…

相
談
撞
嚢
麿

　
　
法
務
燭
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
趨
法
審
士

　
　
土
地
家
麗
調
査
士

雛
謙
舞
籏
鰭
ア
募
集

　
お
弁
薮
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
醗
達
件
数
は

…
人
5
か
ら
紛
件
で
す
。
醗
達

時
闘
は
午
爾
U
か
ら
捻
時
ま
で
．

祇
協
負
捉
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
も
茄
入
い
た
し
ま
す
の
で

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
「
あ
ま
り
時

間
が
取
れ
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
括
動
を
や
っ
て
み
た
い
輪
と
い

方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
み
ん
な
で
脇
力
し
て
、
讐
あ
た

た
か
い
町
松
之
由
」
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
、

お
問
合
せ

　
町
祇
会
橿
祉
協
議
会

調
査
対
象
地
域

　
　
　
　
天
水
越
集
落
の
…
部

お
問
い
禽
わ
せ

　
　
　
　
新
潟
県
統
計
諜

電
　
話
　
0
2
5
－

　
　
　
　
2
8
5
－
5
5
エ
王

　
　
　
　
内
線
2
4
3
7

ごバ　　　い　い　いいい　　　　

　あらい雪シンポジウム
　　　　　　　参加者募集

　豪雪地域ギ松之廊達は雪と密接な関わり

を持つ地域だとは皆さんご承知のはず。

その磐についてシンポジウムが闘催され

ます。雲を楽しみ、薯によるまちづくりを

このシンポジウムで見つけだしてみては

いかがですか？

鶏　時　王0月王0醸（水〉

　　　　9二〇〇～王8：30まで

場　斎　新舞市ふれあい会館

お問い含せは、驚建設企業諜まで
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1
①
寸
o
o
l

馨
窃
移
な
ん
で
も
相
談

　
金
融
・
税
金
・
相
続
・
教
育
・

健
康
や
園
芸
な
ど
、
暮
ら
し
全
般

の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

專
門
家
が
お
手
紙
で
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。
郵
便
で
す
の
で
、

お
忙
し
い
方
に
簸
適
で
す
。
相

談
内
容
は
秘
密
厳
守
い
た
し
ま

す
。
相
談
内
容
と
返
儒
簾
封
筒

を
岡
封
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。　
挙
9
5
王
｝
8
王
i
3

　
新
潟
策
欝
縷
町
3
3
2
：
認

　
労
金
本
農
内

　
（
財
）
新
潟
県
勤
労
麿
禰
祉
厚

　
生
財
顧
「
暮
ら
し
な
ん
で
も

　
相
談
室
」

簡
品
の
回
収
に
つ
い
て

　
薪
聞
紙
上
で
も
お
蜘
ら
せ
さ

れ
ま
し
た
「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ス
プ

レ
ー
椰
が
、
長
期
間
経
遍
す
る
と

飯
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
園
収
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

療
囲
の
特
建
は
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
内
部
の
物
質
岡
士
が
異
常

及
応
を
趨
こ
し
、
蕩
気
温
時
に
ガ

ス
猛
が
上
が
り
起
こ
る
よ
う
で

す
．　
ご
家
灘
に
あ
る
無
ス
ブ
レ
ー

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
次
の
商
贔

が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
連
絡
先

に
御
連
絡
下
さ
い
．

画
収
商
品
名

亀
ア
サ
ヒ
ペ
ン
　
ニ
ュ
ー
ヌ
プ

し
ー
」

　
黒
、
つ
や
溝
し
黒
、
チ
ョ
コ

レ
葦
ト

◆
「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
ミ
ニ
ス
プ

レ
ー
」

　
ブ
＾
ラ
ッ
ク
、
つ
や
滴
し
ブ

ラ
ッ
ク
、
チ
瀬
コ
レ
ー
ト

　
な
お
、
「
水
性
偏
、
「
ニ
ュ
…
ス

プ
レ
ー
（
ア
サ
ヒ
ペ
ン
で
な
い
ご

は
園
収
商
贔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．

連
絡
先
電
簸

　
0
1
2
0
星
3
0
7
4
4
7

簸
ン
セ
ン
ト
圓
砂

　
　
　
　
　
　
漉
意
を
ー
・

　
年
問
を
と
お
し
て
使
稽
す
る

電
気
製
贔
（
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ
ン
等
）
の
プ
ラ

、

グ
も
時
々
取
り
外
し
て
掃
除
を

お
願
い
し
ま
す
。
長
い
問
に
コ

ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
隙
問
に

付
著
し
た
ほ
こ
り
が
湿
気
を
吸

収
し
て
、
わ
ず
か
な
電
気
が
流
れ

て
い
る
う
ち
に
炭
化
し
て
発
火

し
た
例
が
あ
り
ま
す
。
「
ト
ラ
ッ

キ
、
《
グ
現
象
偏

　
　
　
　
東
北
電
気
保
安
協
会

ー
欝
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

米
の
生
産
者
の
皆
様
へ

　
「
計
癒
外
流
通
米
偏
の
販
売
に

は
漏
患
が
必
要
で
す
。
こ
の
届

出
は
お
米
の
流
通
量
や
流
通
実

態
を
掘
握
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
で
す
の
で
、
必
ず
罷
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
履
け
患
爾
紙
は
、
役
場
、
農
協

の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
鰯
出
は
郵
送
、
F
A
X
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
．

　
新
潟
県
食
糧
事
務
所

　
　
　
　
　
十
揖
町
支
漸

　
　
＋
旧
町
市
下
川
原
町
必

瞳
鞍
書
雇
馬
梶
進
月
間

　
厚
盗
労
働
省
で
は
、
舞
年
9
月

を
「
障
警
春
雇
矯
促
進
月
問
偏
と

定
め
、
障
審
脅
の
雇
驚
を
一
属
促

進
す
る
た
め
広
く
社
会
一
般
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

障
害
者
集
鑓
選
考
会

β
時
9
月
漁
沼
（
水
）

　
　
　
　
午
後
三
時
か
ら
4
時

場
漸
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト

　
参
茄
希
望
の
方
は
、
ハ
環
…

ワ
…
ク
上
越
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

電
　
話
　
0
2
5
5
－

　
　
　
　
　
2
3
－
6
1
2
工

霊2

欝
　
時

　
　
平
成
捻
年
9
月
2
6
β
（
水
）

　
　
午
後
6
時
か
ら
8
時

場
　
斯

　
　
東
菰
電
力
（
株
）

　
　
十
醸
時
営
業
所

定
　
員
　
爲
名

参
加
費
　
5
0
0
円

申
込
締
切
　
9
摺
然
鷺

串
込
先

　
　
東
北
電
力
十
β
瞬
営
業
勝

電
議
　
0
2
5
7
－

　
　
　
　
　
5
2
婁
3
王
0
7

第3園緑・花文化の知識認定試験

金園の團営公園の維袴、管理業務を行うギ財國法

人　公園緑地管理財働が平成捻年3月に初め

て実施した全翻規模の試験で、今繕3麟目とな

ります．

　子供から大人まで植物名はもとよリヂ植物の

知識と穂物に関する文化まについて、楽しく学ん

でいただく試験です。

試験実施日時王1胤8鰍鋤王4：00～王5110

受験串込期閥　 8月1日からio月19臼まで

受験料　2，500円

、

勘
物
く
日
期
料
せ
鼠
美
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
港
ギ

　
　
　
　
実
串
験
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
窟

　
　
　
　
　
　
　
　
受
お

東窟都港鼠虎ノ需4※2三　葺手2ビル3贈

　　　嘆土・花文化の蟻識認定試験達事務罵

　　　　電霧毒　　03　－3431　－6875

誘
、
織
薄
の
馨
業
斯
が
対
称
で
す

　
灘
⑧
凋
篠
臼
　
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

　
沁
月
－
臼
、
平
成
欝
年
事
業

所
・
企
業
統
欝
調
套
が
全
圏
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
調
糞
は
、
事
業
勝
を
も
れ

な
く
調
壷
し
、
産
業
構
造
・
箏
業

括
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
調
奄
結
果

は
、
蟹
や
地
方
公
共
鐡
体
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
計
画
を

立
て
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
熔
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
糞
で
集
め
ら
れ
た
調

萱
票
を
統
計
上
の
爺
的
以
外
に

硬
期
す
る
こ
と
は
、
統
謙
法
に

よ
っ
て
薗
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
．
従
っ
て
、
各
事
業
漸
の
プ
ラ

イ
バ
シ
董
は
法
律
に
よ
り
し
っ

か
り
と
保
護
さ
れ
ま
す
．

　
9
月
下
旬
、
調
萱
員
が
調
甕
票

の
配
入
を
お
願
い
に
伺
い
ま
す
、

時
問
は
あ
ま
り
お
か
け
し
衷
せ

ん
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ

い
、
記
入
後
は
調
萱
翼
が
翻
収

に
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
薫
は
、

　
　
役
場
　
財
政
係
ま
で

びヨモ

　
　
　
　
　
　
　
き
き
フ

一調
査
の
対
象
は
？
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ぜ

㎜
簡
庸
や
工
場
、
営
業
所
、
事
務
所
、
㎜

禦
な
纏
諺
罫
饗

ド

㎜
人
が
収
入
を
得
て
働
い
て
い
る

　

蕩
所
が
藝
差
り
ま
す
．

慌
だ
し
、
饗
讐
の
難
漁
墾

だ
は
対
象
外
で
す
．
　
｝

「
劃
コ

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

皿
◎
蕪
難
講
薮
一

蕪
舞
饗
鍵

““

◎
企
業
に
つ
い
て
は
、
勉
に
本
祇
㎜

㎜
等
の
森
・
墾
葦
婁
鑑

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

｝
の
蕪
桑
叢
及
び
外
廻

㎜
　
資
本
姥
率
、
会
被
全
体
の
雇
胴
㎜

一岬

叢
、
撃
商
警
の
蕩
亙

…　　
ど
に
つ
い
て
も
調
奮
し
ま
す
。
　
｛
“

ヂ
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
調
査
黄
証
を
携
帯
し
、
鍵
事
者

　
章
を
つ
け
た
調
査
戴
が
9
肩
下

　
旬
か
ら
お
飼
い
し
ま
す
。

継
癸
生
活
基
本
調
査
に

懇
協
調
を

　
総
務
雀
で
は
、
m
月
2
0
繕
理
往

で
祇
会
盤
活
基
本
調
糞
を
行
い

ま
す
。

　
園
厩
生
溝
の
尚
烹
を
図
る
上

で
必
要
と
な
る
各
種
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
生

括
時
問
の
愚
ご
し
方
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
測
駕
、
学
翌
、
ス

ポ
ー
ツ
、
娯
楽
、
蕨
行
・
行
楽
な

ど
、
袖
会
生
浩
の
実
態
を
総
合
的

に
調
変
し
ま
す
。

　
全
翻
か
ら
～
建
の
方
法
で
選

び
畿
さ
れ
た
地
域
か
ら
選
定
さ

れ
た
約
7
万
7
千
髭
帯
の
惟
帯

輿
約
緯
万
人
が
調
査
紺
象
で
す
。

　
調
査
鰻
章
を
身
に
つ
け
た
調

資
負
が
調
壷
区
域
内
の
働
帯
を

お
訪
ね
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蕪
成
穐
集
度
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政
相
談
週
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次
の
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程
で
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が
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れ
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．
相
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無
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の
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、
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は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
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に
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く
だ
さ
い
。
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達
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．
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で
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に
も
茄
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し
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の
で

ご
安
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さ
い
。
「
あ
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り
時

間
が
取
れ
な
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
括
動
を
や
っ
て
み
た
い
輪
と
い

方
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
み
ん
な
で
脇
力
し
て
、
讐
あ
た

た
か
い
町
松
之
由
」
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
、

お
問
合
せ

　
町
祇
会
橿
祉
協
議
会

調
査
対
象
地
域

　
　
　
　
天
水
越
集
落
の
…
部

お
問
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禽
わ
せ
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　あらい雪シンポジウム
　　　　　　　参加者募集

　豪雪地域ギ松之廊達は雪と密接な関わり

を持つ地域だとは皆さんご承知のはず。

その磐についてシンポジウムが闘催され

ます。雲を楽しみ、薯によるまちづくりを

このシンポジウムで見つけだしてみては

いかがですか？
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I
O
の
o
o
I

灘
驚
裸
険
料
の

　
網
癒
縫
、
ε
理
解
を

醸
幽
即

　
介
護
保
険
は
、
紛
歳
以
上
の
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
な

ど
を
財
源
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
駕

し
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護

が
必
要
な
轟
齢
煮
と
そ
の
家
族

を
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
鮒
度

で
す
。
鰯
度
が
始
ま
っ
て
す
で

に
玉
年
が
経
ち
、
実
際
に
サ
…
ビ

ス
を
利
耀
し
て
い
る
と
い
う
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
6
5
歳
以
上
の
方
々
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
急
な
ご
負
撞
を
避

け
る
た
め
に
、
経
過
措
罎
と
し
て

ス
タ
葦
ト
か
ら
半
年
聞
は
納
め

て
い
た
だ
か
ず
、
そ
の
後
1
年
問

は
単
額
納
付
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
捻
年
鐙
月
か
ら
は
本

来
の
ご
負
擦
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
険
料
の

納
付
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．

・
雛
翻
ジ
テ
ィ
ア
に

　
　
　
　
　
　
感
謝
状

　
長
球
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
括
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
方
に
、
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．

対
象
と
な
る
方
は
、
祇
協
が
行
う

ボ
ラ
、
ノ
テ
ィ
ア
括
動
と
、
保
健
・

橿
祉
施
設
で
継
続
的
に
活
動
を

行
っ
て
お
ら
れ
る
グ
、
ル
ー
ブ
・
燗

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
そ
の
灘

数
が
2
0
0
圃
を
越
え
た
方
々

で
す
．

　
そ
の
園
数
は
、
祇
協
で
配
布
す

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
緩
篇
で
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
9
月
焉

縫
ま
で
に
、
紙
会
編
祉
協
議
会
へ

手
縷
を
お
麗
け
下
さ
い
。

　
な
お
、
ボ
・
ラ
ン
テ
ィ
ア
括
動
・

「
ボ
ラ
、
ノ
テ
ィ
ア
手
繧
幅
・
手
嬢

に
押
さ
れ
る
括
動
印
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は
被
会
橿
祉
協
議

会
へ
。
電
詣
　
6
－
3
7
0
5

警
慧
縫
感
謝
し
ま
す

　
社
会
禰
祉
協
議
会
に
ご
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。
筏
宅
橿
祇
に

濃
罵
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

・
東
規
小
野
塚
け
ん
様

　
　
　
　
　
　
　
雑
串
鍛
本

謙
頸
城
郡

　
　
　
美
術
展
覧
会

　
第
2
0
圃
東
頸
城
郡
美
術
展
覧

会
が
闘
催
さ
れ
ま
す
。
「
絵
醐
・

彫
塑
・
工
芸
・
譜
道
・
写
真
掃
を

展
示
し
ま
す
。
郡
内
の
様
々
な

人
の
視
点
か
ら
創
り
出
さ
れ
た

作
贔
を
是
葬
鑑
賞
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

β
時
牽
o
月
捻
黛
（
金
）

　
　
　
　
　
～
沁
月
懲
β
（
鷺
）

会
　
場
　
安
塚
小
学
校
体
脊
館

簗
頸
城
郡

葵
術
撰
覧
会
作
品
募
集

　
第
2
0
園
東
頸
城
郡
美
衛
展
覧

会
の
作
贔
を
募
集
し
ま
す
。
出

展
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
数
ご
応
募
下
さ
い
。

作
品
部
門

　
「
絵
繭
・
彫
塑
・
工
芸
・
書
道
・

写
真
幅
で
未
発
表
作
撮
に
隈
る
。

出
品
資
格

　
郡
内
に
住
所
登
録
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
轟
校
盆
以
上
。

応
募
締
切

　
！
0
月
2
撫
（
火
Y
3
臼
（
水
）

応
募
方
法

　
作
贔
を
締
切
ま
で
に
町
公
民

館
へ
お
持
ち
下
さ
い
。
詳
し
く

は
、
町
公
厩
館
へ
6
…
2
2
6
5

診
療
所
蕩
ユ
ー
ス

　
　
　
　
『
薬
と
待
ぢ
時
闘
』

　
先
鍔
鋤
．
巧
で
は
、
新
し
く
整
備

し
た
検
糞
機
露
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
が
、
8
月
27
段
現
在
、

留
の
内
視
鏡
検
養
で
35
件
、
大

腸
の
内
視
鏡
検
資
で
3
件
の
方

が
検
糞
を
受
け
ら
れ
て
お
り
、

順
調
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
、

　
今
月
弩
で
は
、
内
膿
薬
や
漉

尉
薬
な
ど
の
薬
と
、
診
療
待
ち

の
時
問
に
つ
い
て
お
無
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
ず
、
薬
に
つ
い
て
で
す
。

内
膿
薬
や
澄
鮒
薬
な
ど
の
薬
の

佳
入
れ
に
あ
だ
っ
て
は
、
患
潔

き
ん
の
負
糧
を
少
し
で
も
軽
く

誘
る
導
と
を
目
指
し
て
、
薬
鹸

会
縫
5
篠
か
ら
兜
穣
も
り
を
と

翰
、
安
韓
醗
か
ら
俵
戴
載
驚
の
、

売
雛
翻
驚
懸
く
普
及
翻
老
睡
ば

職
る
薬
鼎
蓬
種
象
親
る
護
老
を

億
移
め
議
膨
驚
。
譲
燕
、
薬
事

法
鞭
誘
麟
騒
職
蒸
麟
る
躍
薬
錨

総
蓼
嶺
驚
獄
、
鰺
総
分
の
畢
約

擾
徳
顎
蒸
麟
議
鱗
。

　
鰻
霧
瀞
変
わ
る
裁
、
p
体
調
が

変
瀬
羅
驚
珍
漆
る
滋
＆
が
あ
磯

議
漆
溺
、
鰍
巽
籔
ッ
欝
変
が
癒
”

と
思
っ
た
ら
、
登
坂
先
隻
や
診

療
勝
職
貴
に
い
つ
で
も
黛
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
2
番
目
は
、
診
療
待
ち
の
時

闘
に
つ
い
て
で
す
。
患
春
さ
ん

の
待
ち
時
聞
を
少
し
で
も
短
く

す
る
こ
と
を
懲
指
し
て
、
午
後

も
（
月
、
木
を
除
く
）
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
の

調
凝
と
会
欝
の
作
業
を
詞
時
に

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
付
か

ら
会
欝
ま
で
1
時
問
以
内
で
終

わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学

盤
さ
ん
著
い
人
達
、
忙
し
い
人

達
が
診
察
を
受
け
や
す
い
体
鋼

に
し
ま
し
た
。

　
松
之
蜘
診
療
所
は
、
地
域
の

皆
様
の
践
療
機
関
で
す
。
皆
様

か
ら
診
察
を
受
け
や
す
い
、
頼

の
に
さ
れ
る
診
療
斯
と
な
れ
る

よ
う
、
皆
様
の
お
短
恵
を
お
貸

し
下
さ
い
．

　
診
療
駈
の
運
営
や
薬
に
つ
い

で
の
質
問
や
ご
慧
見
を
お
審
せ

下
さ
斡
。
「
診
療
所
ニ
ュ
璽
苔

の
欄
怒
む
園
讐
獅
た
し
ま
す
。

　
ゴ
質
聞
や
ざ
慧
晃
は
戦
診
療

駈
臓
ま
驚
お
審
懸
蒸
さ
い
．
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9
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／
得
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松
之
由
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生
潅
学
習
だ
よ
り
　
公
残
館
　
費
6
…
2
2
6
5

雛
控
蒸
婁
欝
ワ
ー
ク

（
3
乱
ご
鷺
サ
馨
ク
ル
〉

▼
期
β
　
9
月
2
3
臼
（
木
）

　
　
　
　
鐙
月
6
譲
（
木
）

▼
時
間
午
後
8
時
か
ら

▼
場
漸
休
養
村
セ
ン
タ
ー

灘
鑛
禦
期
講
座

（
地
域
露
発
災
》

　
1
タ
…
ン
春
か
ら
み
た
松
之

山
の
魅
力
、
そ
し
て
松
之
出
へ
の

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
β
9
月
欝
黛
（
木
）

▼
時
聞
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
葦

漆
灘
．
、
鍛
灘
教
室

　
憩
月
は
「
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
｝
．

バ
ス
で
大
厳
轡
蕩
漂
へ
患
か
け

ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
　
⑳
月
鈴
β
（
水
）

▼
時
間
午
蔚
9
時
～
n
時

▼
場
筋
　
体
欝
館
集
合

灘
灘
繊
》
ジ
湯
鳥

（
轡
の
掌
校
を
ε
が
せ
〉

　
町
内
に
は
現
掘
小
学
校
が
3

校
、
中
学
校
が
ま
校
で
す
が
、
黄

は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て

み
ま
し
さ
つ
。

▼
期
田
　
鐙
月
越
日
（
欝
V

▼
時
聞
　
午
麟
9
蒔
3
0
分

　
　
　
　
　
　
～
午
繭
捻
蒔

▼
会
場
　
休
養
轡
セ
ン
タ
妻

（
楽
し
ひ
（
イ
キ
ン
グ
V

　
深
坂
練
に
行
き
、
渡
り
鳥
の
観

察
を
し
な
が
ら
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
期
β
　
紛
月
澱
β
（
罎
）

▼
時
聞
午
繭
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
筋
犯
蒔

▼
場
漸
　
深
坂
練

　
　
休
養
層
セ
、
ノ
タ
蓬
に
集
合

▼
講
師
野
鳥
愛
護
会
の
皆
さ

　
　
　
　
ん

㈹

覇
馨
轟
広
場

纏
月
第
2
土
曜
臼
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
轡
セ
ン
タ
…
を
闘
放
。

　
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
な

ど
。▼
期
段
　
憩
月
路
縁
（
土
）

▼
蜷
聞
　
午
莇
9
時
～
午
後
4
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

霧
欝
爽
学

　
ニ
ュ
…
ス
ポ
ー
ツ
で
軽
く
体

を
動
か
し
、
気
持
ち
の
よ
い
汗
を

流
し
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
臼
　
鐙
湾
U
目
（
木
）

▼
時
闘
午
醜
鐙
蒔
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
主
時

▼
場
漸
休
養
村
セ
ン
タ
…
に

　
　
　
　
集
合

▼
講
鱒
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
貫

舞
．
覇
翻
縢
老
膨
駅
伝
犬
会

簗
翻
園
鍵
康
軽
響
ソ
ン
大
会

響騨1ゆとり磁伝六竈鍮籔榛　
第
7
園
湯
鳥
駅
伝
が
闘
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
第
2
9
懸
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
岡
時
開
催
し
ま

す
。
松
之
由
の
紅
葉
の
中
を
楽

し
く
、
一
生
懸
命
逢
り
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
マ
ラ
ソ
・
ノ
は
順
位
を
蝋

に
せ
ず
、
健
康
づ
く
り
に
奮
っ
て

参
撫
く
だ
さ
い
。

開
催

疹馨綴烈で轡あク、

　　知やがなゆ～ク縦俵え会ノ
　今傘絃、《ダん獄レー・ズが

　　　　　　　嬉5れ5のか……。

▼
期
9
　
憩
月
8
鷺
（
月
〉

▼
時
闘
駅
伝
8
時
　
受
付

　
　
　
　
　
　
　
9
時
3
0
分
患
発

　
　
マ
ラ
ソ
ン
鎗
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　
　
　
難
時
　
　
磁
発

▼
場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
お
問
い
禽
せ
・
お
串
込
み

　
9
月
解
黛
（
木
）
ま
で
に
大
会

事
務
局
公
民
館
ま
で
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o
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灘
驚
裸
険
料
の

　
網
癒
縫
、
ε
理
解
を

醸
幽
即

　
介
護
保
険
は
、
紛
歳
以
上
の
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
な

ど
を
財
源
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
駕

し
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護

が
必
要
な
轟
齢
煮
と
そ
の
家
族

を
み
ん
な
で
支
え
て
い
く
鮒
度

で
す
。
鰯
度
が
始
ま
っ
て
す
で

に
玉
年
が
経
ち
、
実
際
に
サ
…
ビ

ス
を
利
耀
し
て
い
る
と
い
う
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
6
5
歳
以
上
の
方
々
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
急
な
ご
負
撞
を
避

け
る
た
め
に
、
経
過
措
罎
と
し
て

ス
タ
葦
ト
か
ら
半
年
聞
は
納
め

て
い
た
だ
か
ず
、
そ
の
後
1
年
問

は
単
額
納
付
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
平
成
捻
年
鐙
月
か
ら
は
本

来
の
ご
負
擦
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
険
料
の

納
付
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
．

・
雛
翻
ジ
テ
ィ
ア
に

　
　
　
　
　
　
感
謝
状

　
長
球
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
括
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
方
に
、
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
．

対
象
と
な
る
方
は
、
祇
協
が
行
う

ボ
ラ
、
ノ
テ
ィ
ア
括
動
と
、
保
健
・

橿
祉
施
設
で
継
続
的
に
活
動
を

行
っ
て
お
ら
れ
る
グ
、
ル
ー
ブ
・
燗

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
そ
の
灘

数
が
2
0
0
圃
を
越
え
た
方
々

で
す
．

　
そ
の
園
数
は
、
祇
協
で
配
布
す

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
緩
篇
で
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
9
月
焉

縫
ま
で
に
、
紙
会
編
祉
協
議
会
へ

手
縷
を
お
麗
け
下
さ
い
。

　
な
お
、
ボ
・
ラ
ン
テ
ィ
ア
括
動
・

「
ボ
ラ
、
ノ
テ
ィ
ア
手
繧
幅
・
手
嬢

に
押
さ
れ
る
括
動
印
に
関
す
る

お
問
い
合
せ
は
被
会
橿
祉
協
議

会
へ
。
電
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警
慧
縫
感
謝
し
ま
す

　
社
会
禰
祉
協
議
会
に
ご
寄
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が
あ
り
ま
し
た
。
筏
宅
橿
祇
に
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罵
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て
い
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だ
き
ま
す
、
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城
郡
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展
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会

　
第
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東
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城
郡
美
術
展
覧

会
が
闘
催
さ
れ
ま
す
。
「
絵
醐
・

彫
塑
・
工
芸
・
譜
道
・
写
真
掃
を

展
示
し
ま
す
。
郡
内
の
様
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な

人
の
視
点
か
ら
創
り
出
さ
れ
た

作
贔
を
是
葬
鑑
賞
し
て
み
て
く

だ
さ
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時
牽
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沁
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会
作
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募
集

　
第
2
0
園
東
頸
城
郡
美
衛
展
覧

会
の
作
贔
を
募
集
し
ま
す
。
出

展
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
数
ご
応
募
下
さ
い
。

作
品
部
門

　
「
絵
繭
・
彫
塑
・
工
芸
・
書
道
・

写
真
幅
で
未
発
表
作
撮
に
隈
る
。

出
品
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格

　
郡
内
に
住
所
登
録
ま
た
は
勤

務
地
を
有
す
る
轟
校
盆
以
上
。

応
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締
切
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撫
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（
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応
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法

　
作
贔
を
締
切
ま
で
に
町
公
民

館
へ
お
持
ち
下
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い
。
詳
し
く

は
、
町
公
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へ
6
…
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診
療
所
蕩
ユ
ー
ス

　
　
　
　
『
薬
と
待
ぢ
時
闘
』

　
先
鍔
鋤
．
巧
で
は
、
新
し
く
整
備

し
た
検
糞
機
露
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
が
、
8
月
27
段
現
在
、

留
の
内
視
鏡
検
養
で
35
件
、
大

腸
の
内
視
鏡
検
資
で
3
件
の
方

が
検
糞
を
受
け
ら
れ
て
お
り
、

順
調
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
、

　
今
月
弩
で
は
、
内
膿
薬
や
漉

尉
薬
な
ど
の
薬
と
、
診
療
待
ち

の
時
問
に
つ
い
て
お
無
ら
せ
し

ま
す
。

　
ま
ず
、
薬
に
つ
い
て
で
す
。

内
膿
薬
や
澄
鮒
薬
な
ど
の
薬
の

佳
入
れ
に
あ
だ
っ
て
は
、
患
潔

き
ん
の
負
糧
を
少
し
で
も
軽
く

誘
る
導
と
を
目
指
し
て
、
薬
鹸

会
縫
5
篠
か
ら
兜
穣
も
り
を
と

翰
、
安
韓
醗
か
ら
俵
戴
載
驚
の
、

売
雛
翻
驚
懸
く
普
及
翻
老
睡
ば

職
る
薬
鼎
蓬
種
象
親
る
護
老
を

億
移
め
議
膨
驚
。
譲
燕
、
薬
事

法
鞭
誘
麟
騒
職
蒸
麟
る
躍
薬
錨

総
蓼
嶺
驚
獄
、
鰺
総
分
の
畢
約

擾
徳
顎
蒸
麟
議
鱗
。

　
鰻
霧
瀞
変
わ
る
裁
、
p
体
調
が

変
瀬
羅
驚
珍
漆
る
滋
＆
が
あ
磯

議
漆
溺
、
鰍
巽
籔
ッ
欝
変
が
癒
”

と
思
っ
た
ら
、
登
坂
先
隻
や
診

療
勝
職
貴
に
い
つ
で
も
黛
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
2
番
目
は
、
診
療
待
ち
の
時

闘
に
つ
い
て
で
す
。
患
春
さ
ん

の
待
ち
時
聞
を
少
し
で
も
短
く

す
る
こ
と
を
懲
指
し
て
、
午
後

も
（
月
、
木
を
除
く
）
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薬
の

調
凝
と
会
欝
の
作
業
を
詞
時
に

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
付
か

ら
会
欝
ま
で
1
時
問
以
内
で
終

わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学

盤
さ
ん
著
い
人
達
、
忙
し
い
人

達
が
診
察
を
受
け
や
す
い
体
鋼

に
し
ま
し
た
。

　
松
之
蜘
診
療
所
は
、
地
域
の

皆
様
の
践
療
機
関
で
す
。
皆
様

か
ら
診
察
を
受
け
や
す
い
、
頼

の
に
さ
れ
る
診
療
斯
と
な
れ
る

よ
う
、
皆
様
の
お
短
恵
を
お
貸

し
下
さ
い
．

　
診
療
駈
の
運
営
や
薬
に
つ
い

で
の
質
問
や
ご
慧
見
を
お
審
せ

下
さ
斡
。
「
診
療
所
ニ
ュ
璽
苔

の
欄
怒
む
園
讐
獅
た
し
ま
す
。

　
ゴ
質
聞
や
ざ
慧
晃
は
戦
診
療

駈
臓
ま
驚
お
審
懸
蒸
さ
い
．

f4

事
業
内
容
（
9
／
総
～
翰
／
得
）

　
　
ゆ
　
　
　
と
　
の

　
　
　
　
松
之
由
町
生
潅
学
習
だ
よ
り
　
公
残
館
　
費
6
…
2
2
6
5

雛
控
蒸
婁
欝
ワ
ー
ク

（
3
乱
ご
鷺
サ
馨
ク
ル
〉

▼
期
β
　
9
月
2
3
臼
（
木
）

　
　
　
　
鐙
月
6
譲
（
木
）

▼
時
間
午
後
8
時
か
ら

▼
場
漸
休
養
村
セ
ン
タ
ー

灘
鑛
禦
期
講
座

（
地
域
露
発
災
》

　
1
タ
…
ン
春
か
ら
み
た
松
之

山
の
魅
力
、
そ
し
て
松
之
出
へ
の

思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
期
β
9
月
欝
黛
（
木
）

▼
時
聞
　
午
後
7
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
葦

漆
灘
．
、
鍛
灘
教
室

　
憩
月
は
「
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
｝
．

バ
ス
で
大
厳
轡
蕩
漂
へ
患
か
け

ま
し
ょ
う
。

▼
期
日
　
⑳
月
鈴
β
（
水
）

▼
時
間
午
蔚
9
時
～
n
時

▼
場
筋
　
体
欝
館
集
合

灘
灘
繊
》
ジ
湯
鳥

（
轡
の
掌
校
を
ε
が
せ
〉

　
町
内
に
は
現
掘
小
学
校
が
3

校
、
中
学
校
が
ま
校
で
す
が
、
黄

は
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
調
べ
て

み
ま
し
さ
つ
。

▼
期
田
　
鐙
月
越
日
（
欝
V

▼
時
聞
　
午
麟
9
蒔
3
0
分

　
　
　
　
　
　
～
午
繭
捻
蒔

▼
会
場
　
休
養
轡
セ
ン
タ
妻

（
楽
し
ひ
（
イ
キ
ン
グ
V

　
深
坂
練
に
行
き
、
渡
り
鳥
の
観

察
を
し
な
が
ら
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
期
β
　
紛
月
澱
β
（
罎
）

▼
時
聞
午
繭
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
筋
犯
蒔

▼
場
漸
　
深
坂
練

　
　
休
養
層
セ
、
ノ
タ
蓬
に
集
合

▼
講
師
野
鳥
愛
護
会
の
皆
さ

　
　
　
　
ん

㈹

覇
馨
轟
広
場

纏
月
第
2
土
曜
臼
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
轡
セ
ン
タ
…
を
闘
放
。

　
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
な

ど
。▼
期
段
　
憩
月
路
縁
（
土
）

▼
蜷
聞
　
午
莇
9
時
～
午
後
4
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

霧
欝
爽
学

　
ニ
ュ
…
ス
ポ
ー
ツ
で
軽
く
体

を
動
か
し
、
気
持
ち
の
よ
い
汗
を

流
し
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
臼
　
鐙
湾
U
目
（
木
）

▼
時
闘
午
醜
鐙
蒔
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
主
時

▼
場
漸
休
養
村
セ
ン
タ
…
に

　
　
　
　
集
合

▼
講
鱒
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
貫

舞
．
覇
翻
縢
老
膨
駅
伝
犬
会

簗
翻
園
鍵
康
軽
響
ソ
ン
大
会

響騨1ゆとり磁伝六竈鍮籔榛　
第
7
園
湯
鳥
駅
伝
が
闘
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
第
2
9
懸
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
岡
時
開
催
し
ま

す
。
松
之
由
の
紅
葉
の
中
を
楽

し
く
、
一
生
懸
命
逢
り
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
マ
ラ
ソ
・
ノ
は
順
位
を
蝋

に
せ
ず
、
健
康
づ
く
り
に
奮
っ
て

参
撫
く
だ
さ
い
。

開
催

疹馨綴烈で轡あク、

　　知やがなゆ～ク縦俵え会ノ
　今傘絃、《ダん獄レー・ズが

　　　　　　　嬉5れ5のか……。

▼
期
9
　
憩
月
8
鷺
（
月
〉

▼
時
闘
駅
伝
8
時
　
受
付

　
　
　
　
　
　
　
9
時
3
0
分
患
発

　
　
マ
ラ
ソ
ン
鎗
時
30
分
受
付

　
　
　
　
　
　
　
難
時
　
　
磁
発

▼
場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

▼
お
問
い
禽
せ
・
お
串
込
み

　
9
月
解
黛
（
木
）
ま
で
に
大
会

事
務
局
公
民
館
ま
で



難

麟
覇
義

漆

　
　
　
　
舞

薩

懸

顯

鞭

鰻

醐

懸
、

講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
羅
難
舞
響
灘
働
灘
羅
灘
灘
欝
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲

　
　
　
　
　
　
　
董
・
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
霧
難
舞
羅
雛
雛
驚
霧
難
雛

、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
　
　
　
　
　
　
　
．
叢
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
鰯
難

灘
灘
慧
雛
嚢
難
簸
難
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
嚢
蘇
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

翼
鑛
欝
霧
舞
饗
幾
鍛
籔
籔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
鍵
雛
雛
雛
灘

麟
灘
　
灘
－
麟

　
霧
懸
懸
繍
懸
欝
灘
　
　
　
・
畿

　
　
　
　
　
　
難
難
懸
難
麟
獺
灘
瀞
麟
簸

麗
麟
騨
黙
麟
纏
騰

顯

顎購瓢
i欝雛懸

　慧懲灘i
　懸i鱒

嚢鞍’

蒙　
馨

霧

撚

　

難灘　　灘
　
　
　
麟

　
　
　
　
醗

圓圃回團
おめでた（出生〉

え・う奮のおかあさん

姫夏ちゃん　傑坂美智男・友美さん

　　　　　　　　松之由（保　量）

直史ちゃん　内山　素良・霧　さん

　　　　　　　　松之山（町営住宅）

おくやみ（死亡）

小籔塚キンさん89歳湯山（白川屋）

蕎橋　トリさん88歳　天水島（助　甚）

瞥内　キミさん89歳湯之爵（川　靖）

布施　ナオさん　82歳　黒　禽（武蔵屋）

＊8月三臼から8月雛揖までの届患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、屈出の時に

窓口にお話ください．

⑳◎㊨㊧
　　　　　　9月1日葦晃往

　総人口　3，絡2人（一6〉

　　　男　王，520入　（十・2〉

　　　女i，642人（一8〉

　世帯数　1，i捻戸（　0〉
　　　　（〉内は前月との比較

町民憲章，鑑不，，，年，月縦

わたしたちは松之山町民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の合書葉

　1、．美しい緑と零の中で

　　　　　　心豊かな人になろう
　i、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　連体の心をもとう
　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　創造のカを商めよう

10月

日

1㍗25↓未定

砥

嶽
臆
諺

謬’

嚢げ＝噂雛聾
カブト虫をつかまえるところ、

一緒にブロックで遊んでくれ．るところが好き．

保坂岳魍

　豊細

たききうまノ　　リみうハい

竹内隆盛

　豊田

花火をしているところ，，

・…緒に花メ火をして遊んで

くれ、るお億さんが好き。

＼
、
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
…
…
…
…
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
1
ー
ノ

ヘ

㎜
　
ボ
も
い
つ
き
！

｝
　
　
、
　
　
　
　
　
）

｝
　
こ
れ
カ
ら
秋
ら
し
く
な
・
て
き
ま

㎜
　
す
ね
。
田
ん
ぼ
も
少
し
ず
つ
色
づ

ハ

㎜
　
き
は
じ
め
、
春
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
片

㎜
　
手
に
撮
影
に
来
る
観
光
客
が
増
え

㎜
　
て
く
る
で
し
ょ
う
．
そ
こ
で
聞
く

㎜
　
の
が
マ
ナ
ー
問
題
で
す
ね
。
所
構

㎜
　
わ
ず
入
っ
て
く
る
人
も
い
る
か
も

㎜㎜
　
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
し
っ

　

㎜
　
か
り
泣
意
し
て
く
だ
さ
い
。
観
光

㎜
　
　
　
　
’

｝
　
客
は
特
別
と
い
う
扱
い
を
捨
て
る

！
　
の
も
観
光
地
と
し
て
の
ル
ー
ル
と

τ

葡
鴇
纂
蘇
盤
熱
搬
繍

薦
繧
講
と
な
ぞ
し
ま
い
姿

っ
　
N
O
と
露
え
な
い
段
本
人
で
は
あ

翻
り
ま
せ
ん
が
、
N
・
壽
え
る
こ
と
．

　
　
こ
れ
か
ら
は
必
要
に
な
っ
て
き
ま

㎜
す
よ
．

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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